
令和５年度 練馬区立練馬中学校学校経営計画 

校長 本杉 貴保 

１ 学校の教育目標 

  人間尊重・生命尊重の精神を基調とし、社会の変化に主体的に対応できる知性と感性に富み、健康

で人間性豊かな練馬中学校の生徒育てることをねらいとして、次の目標を定める。 

 

「不惜精進～自主・勤勉・共生～」 

 

〇自主…自分で考え、判断し、行動できる人 〇勤勉…何事にも真面目で、一生懸命取り組む人 

〇共生…互いの違いを認め、助け合って生きることのできる人 

 

２ 目指す学校 

義務教育の最終段階の生徒の教育に責任をもてる学校として、上記の教育目標を掲げる。この目標

を追求する中で、生徒の知・徳・体の健全な発達を促しつつ、次のような学校づくりを目指す。 

（１）時代の要請 

① 共通して求められる力 

   ・文章や情報を正確に読み解き対話する力 

  ・科学的に思考・吟味し活用する力   

・価値を見つけ生み出す感性と力 、好奇心・探求 

② 新たな社会を牽引する人材 

・技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見創造する人材  

・技術革新と社会課題をつなげ、プラットフォームを創造する人材 

・様々な分野においてＡＩやデータの力を最大限活用し展開できる人材 等"  

     【文部科学省「Society 5.0 に向けた人材育成～社会が変わる、学びが変わる～」より 

 

（２）目指す生徒像    

 ① 学習、学校行事、部活動等に主体的・積極的に取り組む生徒 

 ② 一人一人が練馬中の代表としての自覚をもち、他を思いやり、互いに高め合う生徒 

 ③ 心身ともに元気に学校生活をおくる生徒 

 

（３）目指す教師像 

  ① 協調と協働を根底に置き、情熱と使命感に燃える教師 

 ② わかる授業、魅力ある授業を追求する教師 

 ③ あきらめない生徒指導に徹し、信頼される教師 

 

（４）目指す学校像 

① 保護者・地域に信頼され、入学したいと思う学校、入学してよかったと思う学校、卒業して

もよかったと思う学校 

 ② 知・徳・体のバランスのとれた生徒を育成する学校 

③ 果敢に挑戦し、未来を切り拓く資質・能力を育成する学校 

 

３ 中期経営目標  

（１）基礎的学力の定着と学校行事の充実で、強くたくましい生徒を育てる。  

 ①  学習目標や評価規準を明確にし、主体的に考え、学習の成果を感じられる機会を多くし、学

習意欲の向上を図る。  

     ②  充実した学校行事を通して、生徒に成就感や達成感をもたせ、主体的に行動する態度を身

に付けさせる。  

③  「主体的、対話的で深い学び」に関する指導法の工夫・改善に努め、少人数授業や学校図書

館の活用、タブレット PCなどの ICT 機器の活用等で、授業改善を図る。  



     ④  教職員が特別支援教育の専門性を高め、ユニバーサルデザインを考慮した学習環境づくり

など適切な支援を行う。 

（２）全ての生徒・教職員が人権尊重の理念を正しく理解し、実践する。  

  ①  すべての教育活動を通して生徒・教職員が人権感覚を磨き、生命を尊重して個を大切にす

るとともに社会に貢献する心と態度を育てる。  

②  基本的な社会のルールを身に付けさせ、言語環境を整え、豊かな表現能力の向上を図る。  

③  主体的な活動を推進し、コミュニケーション力を向上させ、互いに認め合い協力する態度

と、豊かな個性を伸張する。 

④  多様な性があることを知り、人権意識を高める。 

（３） 地域とともに歩む学校作りを行う。  

     ① 近隣小学校との連携を深め、保護者や地域と一体になった開かれた学校を目指す。  

     ② 生徒、教職員の地域行事やボランティア活動への参加を推進し、地域貢献活動を充実させる。  

③  保護者や地域の声を生かした学校評価を実施する。 

（４）教職員の組織力を高め協同体制の機能を充実する。  

     ①  企画委員会や運営委員会による分掌組織の横断的活用で、組織の活性化と情報共有が進める。  

     ②  OJTと OFFJTにより、ベテラン、中研、若手の教員が互いに資質向上を図り、教師力を高め

合う組織とする。  

     ③  常に教育公務員としての自覚をもち、綱紀粛正を図り、服務事故ゼロを継続する。  

 

４ 指導の重点 

（１）意欲的に授業に取り組む生徒（簡単な感想・発言等ではなく、知識等に基づいた発言・提出

物） 

（２） 文章や情報を正確に読み取れる生徒（語彙力の向上・読書の定着） 

（３） 積極的に行事に取り組む生徒（実行委員・係・ミーティング）→ともに感動を味わえる 

（４） 面接において、自分の活動（部活動、係活動、ボランティア等）を自慢できる生徒 

（５） TPO に応じたあいさつができる生徒（大きな声でのあいさつ、会釈の使い分け） 

 

５ 今年度の取組目標と方策 

 （１）学習指導 

 ① 基礎・基本の確実な定着ときめ細かな学習指導 

   ・小テストや宿題等を通して理解の定着を図りスモールステップで対応し解決する 

   ・数学、英語における少人数指導を通して確実な知識の定着を図る 

   ・夏季休業日に５日間の学力補充教室、放課後自習教室等を開催し、確かな学力の定着を図る 

② 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習指導 

   ・今学習していることが、学びの中でどのような位置付けや意味をもっているか何を目指して

いるのかを認識させる等の興味・関心をもたせる授業を展開する。 

   ・自分とは異なる考えに触れたり、向き合ったりすること等を通して、多面的に考え深い理解

につながる対話型、協働型、双方向型の授業を展開する。 

   ・「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けより深く理解したり、情報を精査

したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりする授業を展開

する。 

③ 「特別の教科 道徳」における考え議論する道徳教育 

・豊かな人間性や思いやりの心をもち、礼儀正しく気品を備えた生徒の育成に向けてローテー

ション等指導方法を工夫し、答えが一つではない課題に対して生徒が道徳的に向き合い、考

え、議論させる。 

 



（２）キャリア教育 

  ① 進路指導部を中心として、３年間を見通したキャリア教育を計画的に実施し、生徒の進路意

識を高めるとともに、広い視野で社会を見る視点をもたせる。 

  ② 部活動、学校行事等との両立を図りながら、適切に学習を進められるよう計画的な時間管理

と家庭学習の習慣を確立させる。 

  ③ キャリアパスポートを活用し、自身の変容や成長を自己評価させる、キャリア形成に生かさ

せる。 

 

（３）生活指導 

  ① 生活指導統一基準をもとに、 あいさつをする、ルールを守る、身だしなみをきちんとすると

いった学校生活における基本的なマナーを適切に指導し、規範意識と自立心を育てる。 

② 授業開始のチャイムと共に授業を開始することなどを通じて、授業にきちんと取組む姿勢を

つくる。 

③ 時間の切り替えと集中を徹底して指導し、家庭での学習時間を確保できる生活サイクルの確 

立を図る。 

④ 生徒の問題行動等への対応において、保護者、関係機関と連携・協力できるサポート体制を

確立し、生徒の健全育成を図る。 

⑤ 体罰の根絶やいじめの未然防止、早期発見、早期対応に向けて学年を超えた連絡体制を構築

するとともにし、スクールカウンセラー・心のふれあい相談員等を活用し、生徒一人一人の心

の健康に対応できる相談体制を確立する。 

⑥ 人権教育プログラムの活用や体罰等の防止に関する取組を通して教職員の人権感覚を向上

させていく。また、生徒一人一人の人格を尊重して個性の伸長に努めるとともに、生徒の生活

や実態に即して実践力のあるたくましい生徒を育成するために「厳しい指導」と「温かい支援」

を進める。 

   

（４）特別活動（部活動） 

① 学習との両立を前提に、学校行事・委員会活動等に積極的に取り組ませることで、活力ある

学校づくりを進める。 

② 練馬区教育委員会の部活動の在り方に関する方針に基づき積極的に休養日等を設ける。 

 

（５）教育相談活動・特別支援教育 

①  不登校生徒、特別な支援を必要とする生徒等への対応に向けて行内委員会を中心に学年を

超えた連絡体制を構築するとともにし、特別支援コーディネーターを中心に、スクールカウ

ンセラー、心のふれあい相談員、学校生活支援員等を活用し、共通理解のもとにきめ細かい

相談体制を確立する。 

② 指導の効果を高めるために、エンカレッジルームを活用する。 

 

 （６）学校 2020レガシー 

豊かな国際感覚や我が国の伝統、文化を学び、また自己肯定感や目標を達成しようとする

意欲と態度を育成する。 

 

（７）体力向上 

保健体育の授業を中心とした全教育活動において、体力調査の結果を分析し、持久力を向

上させる取組を推進・充実させ、心身共に健康な生徒を育成する。 

   

（８）防災教育 

     自らの命は自ら守ることを理解させるために、様々な場面を想定した避難訓練を実施する

等の安全教育を推進する。 

（９）学校経営・組織体制 

① 企画会議、運営委員会を中心として、各分掌内部及び各組織間の連携を強化し円滑な組織

運営を図る。 

 【学校運営に関する主な職務内容】 



      主幹教諭：管理職の補佐、担当する校務に関する教職員の監督、分掌間の調整 

           中・長期的な視点での教職員の人材育成 

       

主任教諭：校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割、主幹教諭の補佐、学校運営に

関する教諭等への助言・支援、学校運営に関する能力開発  

             

教諭：校務分掌、学年・学級経営、各種委員会活動、学校運営に関する能力開発 

② 予算の適切な執行、学校徴収金の管理や個人情報の取り扱いを適切に行うとともに、教

員との連携・協力体制を構築し、事務室の経営参画と事務処理の円滑化を図る。 

③ 職員室及び事務室等の整理整頓とクリーンデスクの徹底を図り、整理整頓された見通し

の良い執務室を実現することにより、個人情報紛失事故を未然に防止するとともに教育環

境の整備を図る。 

④ 健全なライフワーク・バランスを推進する。 


